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【調査研究・研修の概要】

目的 諫早湾干拓事業により造成された調整池において、アオコによって生産された毒素ミクロシスチンが、諫

早湾および有明海奥部の堆積物にどのように広がり、そこに住む底生生物にどれほど蓄積し、生物濃縮はしてい

るのかという点について明らかにすることを目的とした。

方法 調整池、諫早湾および有明海奥部において、水質・底質調査を実施し、アオコ毒素を定量した。

成果 調整池内でアオコが生産した毒素ミクロシスチンが、年間を通して排水とともに海域（諫早湾）へと排出

されており、諫早湾および有明海奥部の堆積物に蓄積していた。調整池および諫早湾に棲息する小さな底生生物

に蓄積した微量なミクロシスチンが、食物連鎖を通して、それらを摂餌する生物に生物濃縮していた。

【調査研究・研修の経過】

2011年 4月、5月、7月、8月、9月、10月、11月、2012年 2月、3月
→ 調整池において水質・底質調査

2011年 9月、11月、2012年 3月
→ 諫早湾および有明海奥部海域において多地点採泥調査

2011年 9月 17-19日
→ 2011年度日本ベントス学会・日本プランクトン学会合同大会発表

調整池の空撮写真（毎日新聞 2007年 11月 20日）

【今後の展望など】

・毎年、大量のミクロシスチンが生産される状態が続けば、調整池や諫早湾に棲息する水生生物に食物連鎖を通

して蓄積し、生物濃縮される過程が進行していくことが懸念されるため、一刻も早く調整池の水門を開いて海水

を導入し、塩分の上昇によってアオコの発生を防ぐ必要がある。

・今後も、調整池を含めた有明海全体の調査を継続して行う。 
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